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マゾニアの 発

はじめに

は1965年から '78叶:;t(ての10年余の問に 3回にわだっご正味 6カ斗争、作物専門家として

国際協力事業rnからブラジル川の北部地}jにある農牧調杏研究所、 IPEAN (Instituto de Pes-

qu1sas e Experimentac訳oAgropecuario do Norte, 現在り） EMBRAPA-CPATUの前身てあっ

てアマゾナス；i,r口に）五し＼ベレン一 Bei合m市に在る、）（こ派追:れ農牧開発の試験研究に協力しだ。

1964f上には車事革命かおこりカステイロ・フランコ車寸i革命政権か涎生し、前政権の放没財政：と

破局的なインフレーションを抑圧する経済政策を実行に移し fこまだ新だに.66り:iこはアマソン

開発Jj'(SUDAN)

ような事情からみ

か理解される c

プラジルは連邦共和！干］であり、軍中政権とし＼っても大統領は高等軍'f.i大予(l)i、[、業主てあり車籍

にあることか日立三）だけて閤僚は大学教授、公団の雌中長、民判からも採lHされている。高等軍

されアマゾニアの農牧を中心に閲発か推進されるようになっ tこ こ の

協力はこのアマソニア間発計iilii推悲に役げてるだめのものてある事

Eれ大学 lEscola superior de Guerra)は1948'r]-iこ設樹され単に軍事学だけてなく人文学、什会経

済学、自然科学等の分野につし＼ても してし＼る C 限代の車政権は清く 1Eしく文較、

策に執心にとり祖んており、国民の文持｛丘東りは極めて原し＼

ブラシル1月上は闊く世岩 5大1月の 5位にあり、 851万k皿南米）』空の約半・はを占め日木(!)的23

陪に相臼する。しかも熱帯吐熟帯：こ位置し耐え難い暑さごはなく気候的には轡，よれてし＼る 峻し

い山岳地帯は少＜将末開発され得る木耕地は甚1旦贄しい

ブラジルは人柿の見本園てあり、混皿の1月てあるとよく 1開かされる,16I甘紀初のポルトガル人

A. カブラルか大［叱平岸の現在のバイヤ地方に刊着しだ時は既Iこ先仕民インディオかし 1t.こここ

に両者の混皿か急激に迎んだ 0 その後間もなく閲拓か迎められアフリカ四海岸から多数の黒人か

導人され甘旦裁焙、砂杷製込並にその後カフエ杖焙に従中しだ，~ ここにおし＼ても両者の且血か行

われだ 19世紀山葉になると、',1』人にかわって欧州、中近東、口木等から戯多くの民族か農晨労働

者として移什• した。このよ~ うに多数のll.'.放、多薮（乃此皿か仲よく居且しフラゾル人としてかだ<

Ill結しているのは各人か苫良な市民てあり豊かな生盾を築こうとする

てあろう C 南米ては餃も安応しだ川家てあると思われる万

アマゾニアはアナソナス刈の虚域て執星降1;m林に覆オ）れて l'る地域てあり、アマゾン間発庁菅

合されているから

下にあってfl'政区分からすると北部地方を主体としこれに中u月部地）'jと東北部地方の大々の北寄

I)地域か加えられてし＼る。
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ことが出来ず遂に産地形成は見られなかっだ c

を栽培芍るに;r_jって

の肥八度の低し

に低戚し :2--3 

原始林に移る。

されると

し＼のもまだ閲兌のおくれてし＼るのも ― 

れる アマゾニアの
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と思いれる 0
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は 2- 3 
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1
}

I --、

って1日地を

/I—,,---,'」 k
ノ
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く自国の他地域や国外との競争に立向う

けて（『付IJを重ねるにつれて

と伍［柑責れなくなるジそして畑地は新に他の

閲咄作業は市刀働て夜） i)多額の方役費かかか｛いこの開咄か 2- 3年毎

< r+山、)れ描］発意欲（」｛亨靡し勝ちとなる，北部地方におし＼

に

I) かかり］~一度間し＼だ姐1地
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, l'ol 1-L!H v'-< C,  巳,.,)

にオ）だって作

課四てある

::::+ 

要作物てあるコショウ栽焙に関する を取まとめだものてある

謝 辞

9ヤ＿
[__] にわだ :JIPEAN --—現在 u) EMBRAPA-CPATlJ (Empresa Brasileira de Pes-

qmsa Agropecuaria-Centro de Pesquisa Agropecuana do Tropico Umido)において実施しだ

試験研究成紐てある. IPEANては場長をはしめ各析職員の翠且し）」な協力を頂載しだ。先つ前場長

のJ.Maria Conduru, Alfonso Wisniewski'halo C Falesiお上ひf見｝葛士iJose Furlan Iこ心から

の寮謝をさ C'ける Milton Albuquerque I二Ii に--Jし＼て、 FPrnand Al詞querque: こは

柏物病['tjcJ)[口]';J:'iこ、 Sec; 詞 BotaniこSec;訓 AgrnstragencJ)職員には野凸や牧草豆）[,}]心と具の特

刊につし＼ご、 CelioFrancisco Melo'Emmanuel de Soueacqus : こは I壌の罪化学『l—リ）分析に人々

協））を煩わし］こまだ予者の勤務時期に等：しく l+I~祭協））＇れ業団から派直竺れだ

物の専門家、

々の内門

男ヽ 安、 It! Ii靖）ぃ病月いい門り）リ）

を してくれだ まだ 1

ー

プ

．． 

ーー ［．ぢlflt'l古鼠lj土易kt、'.'I日闘ljt; ヽ；、）で）

を文けだ 史：、::[ J)'れ覧業[,Jj

：こそのアマゾニ

としご派且ごれだ——

各地u>・.ど音1い］いこ人使陀、翌惰月1喰府の

御l仕 ,i:fj を頂戯しだ、なおり物産ベレンし乳r;J{平」 I英ー「氏は学術•;;)月奇(/)だめ出芦農場［）コショー
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表 5 ベレンにおける気温と降水量の月平均と日変異 1973* 9 

1令気温 ℃ 

気候要素 平均最高気温 平均最低気温 平均気温

月別 平均 極低

1 30.8 22.8 21. 5 22.6 27.3 24.3 ZG.O 

2 32.4 27.5 30. 7 23. 5 21. 0 22.6 260 7 24.2 25.8 

こど！ 32.6 27.4 30.3 24.2 2]. 8 23. l 26. 7 

2. 降水量 mm 

月別 ―晶- 日 取に 低 日 量

1 54.2 0.0 2 410. 3 

2 76. 7 0. () 2 547.2 

3 56.6 O。。 2 431. 3 
. ~・・・-" 

筆者が圃場試験を実施した IPEANの上壌は中粘質、黄色ラトゾ）レてあっだ 0その特性を説明し

ておきだい。表 6のようにアマゾニアの雨季と乾玉の繰返しと高温多晶の気仮下において生成さ

れた上壌であり、風化か極度に進み石灰、加里、苫土等の塩基類か溶脱して少く、 十
ブ

．
 強い。まだ珪酸も流亡して鉄、ア）レミナ、石英砂が残り相対的に富化してし＼る Q 以上のような気

候下においては有機物の分解が速かに行われ強い雨によって流亡し腐柏合量は著しく少い。枯土

鉱物はカオリン系か主体をなし塩基置換容量は少く塩韮類を吸着保持する能りは弱い。これ［こ加

えて有機物か少いので肥沃度は低く、上壌の理化学的、

い。粘土分か少いので易耕性である。

を綬和する能力に弱

表 6 圃場土壌の分析成績（一部分）岩佐 安による *13

黄色ラトゾル中粒質 湿潤熱帯農牧調査研究所＊パラ州ベルン市、再生林

日襄屑位i断r!'licm
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Ao o + 3 I 4. 1 

A1 0-1614.2 

A3 j 16-371 4. 4 
B1 37-66 4.6 
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I -2. 高温湿潤気候に適応する作物と家畜

にアマゾニアの高温 に栽陪されている作物は生長を

の盛んに行われる
* <2 * I• 

る、，前野休附によれは熱帯牧草は温惜牧草と混ってその生育に比較的靡し

る も

、生長か停止する最，岱晶度の夫々にわし▽て温附作物より高くなってし＼

序
j し、 まだ

合成の適温域は温帯イネ科牧草の15℃-20℃ し熱帯牧草ぱ30-40℃とかな!)高く、

は1.5-3.0万 Luxに対し熱鬱イネ科牧草は5.0-6. 0月 Luxと高くなってし＼る C 熱帯作物の多く

は赤道を挟んで南北の低偉度の範囲内に分布しており、低温によって生育か阻＿止されるもの、降

面により枯死するも られる。

四山喜ーによれは赤道直下においては昼間の時間は周年大差なく厄[]12時間余てあり、太陽の

光熟から理論的に植物総生産量を算出するとアマゾニアの熱帯湿潤気似 (Af)! こおいては約37¥J 

Im'/日てあり温帯の28g/m'/日より逢かに高い c 一方生体を維持するだめの呼吸による消耗量は

アマゾニアにおし＼て約149 /m2/日て湿帯の約 8¥l /m'/日より格段に高い（、従って純□化
｝

）

 ，
 

あっては温帯の約219 /m'/日に対しアマゾニアては23q Im'/日て両者の正は左程大きくはない

（表 7)。

表 7 緯度と昼間時数並に気候帯の植物生産（両山喜・サこよる）

I 
I 0度 I
; -------

最も長い時の昼間時数 12. 1 l 
最も短い時の昼間時薮 12. 1 

-ツ----、→ヘ- I --- . ----' 

、........

10度
...~ 

12.7 

11. 5 

~
ー

虞
．4
 

。
2
-
l
 

•~9,' 

10. 9 

30/斐

14. 1 

10. 2 

-

40度

15.0 

8. l 

気候帯別にみた植物生産（年平均乾物 g/m'/日）
- - -----------

， 総同化量

A I 
; i 

品潤熱帯 (Af l 

半乾燥熱帯 (Awl

日

rm
‘、

ì
帯 c

 

36.9 

38.4 

28.4 

呼吸による

消耗凰B

l

5
り

7

••• 4

4

7

 

l

l

 I 
純I丘］化呈

A-B 

22.8 

2:1. 9 

20.7 I 
＿＿＿＿＿＿＿し

B/A 

38% 

38% 

27% 

•29 

メガーズ (Bg Meggers I は高品多晶のアマゾニアにおいては L壊の無機栄養分の低さと相

まって植物の体格は大きく葉や草は外見上こんもりとしているか、蛋「1質合星の少い柏物を主み、

種f形成に必要なだけの蛋白質星に逹しないので栄蓑価は低く、 多くの柏物は無付主ダ直による増

殖方式を進化させだとぷっている。筆者は茎葉根呈の多いイネ科牧りを選定するだめに多くの種

類を調肖しだか大切牧草であるエレフアント l Pennisetum四 rpureum)、 インペリア）レ

I C.ImperiaL Tripsacum Luxum J虹［に中叩牧位のブラキアリア (Brachiariadecurnbens _I、マッ

ト・グロッソ (Mato-grosso. Tripsacum dachtyloides)等は種fの結丈は見られなく増殖は専

ら茎節や側匈茎によるのてあるがまだよく発根発芽する c マット・グロッソの穂には多くの不稔
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ナス河はまる よう えることがある。

I-4妥植生

Ducke,A. とBlack.G.A. アマゾ ァ 本”) でつょ 区分している。（第 2 図〗

a
 

b. 

テーラフィルメ

! Flores ta equatorial Latifoliada com predominancia de Terra firme) 

ヴアゼア赤道広葉林

(Floresta equatorial Latifoliada com predominancia de Varzeas e lgap6s) 

c. やし林 (Cocais)

d. 原野とセラード (Campose Cerrados) 

e. 浸水原野!Campos inunc:!aveis) 

f. 沿海植生 (Vegetac;諏oLatoranea) 

g_ 遷移植生 (VegetaG恥 transic;ao)

テーラ・フィルメ赤道1人葉林とヴアゼア赤道広葉林は Koppenの執帯雨林気候下にある植生で

ありアマゾニア植生の大部分を占めてし＼る。特にテーラ・フィルメ森林はとびぬけて広い。テー

ラ・フィルメ とりあけた試験諜題と閲連か極めて深いのてこの構此と を

説町しだい。それに加えてアマゾニ
() 

テーラ・フィルメ赤道広葉林

の代表的景観てあるやし林と浸水原野を紹介する。

(1) テーラ・フィルメ亦道広葉林の構成と生態

アマゾニアの赤道広葉林は混消林［あって多くの樹種からなっており、 ha当り 60-90種にも

逹しているとム•われてし＼る ベレンのゲル 博物館(MuseuGoeldi)において見られる執帯樹

木には樹皮か薄くすへすへしだもの、根は—舟；に戊し）ようてあるが倒れなし＼ように板相や支柱相

を持っだもの、

に伸びている、

カカオのように幹に直接花、果丈を ける幹生花樹木もある 0 般に幹は真伯＜

その外字中窒素を固定するマメ科柏物、特殊な芳香を発する樹種も多い c 多くの

種類のヤシ植物も見られだ。一般に森林の垂店的樹種構成を見ると複雑な成屑構造となっており

最上層には30m而後の高さに球形の樹冠が押し合って高木層を形成している。各樹神は思いっき

り枝葉を拡け炭酸同化作/flを

しており、高さはsomにも

んている D 地域によってはこの闊木層の上位に詠状の樹冠を突出

し最も高し＼ 亨からこの樹海を見ると花時には色とけどけのパラソ

ルか敷詰められてし＼るようであっだ

てし＼る、ン竹1J、l止乎かアマゾン、

うである。

高木罰の下肪には而高木屈か発逹し地間には陰植物が生え
* I 

ジャングルにあけている樹種から］：：な~ ものを選定すると表 9のよ

高木樹種の最もばjし＼のはブラジルナノツとして知られてし＼るサガリバナいの Bertholletaex-

celsaかあり 50mにも伸びる、 トウダイグサ科のパラゴムノキ、 七ンダン科のマホガ‘二なと屯娑

な樹木もこれに人る rヽ 執僭樹木の相 に戊いようてあり集I寸lによって倒れるのを防し＼てし＼る

か中には根冗にl}t'風を＼りてだよう：：： 1枚ものr/J広し＼板を させて支えとしている柏恨樹種も見

-12-



られる 林内には、 にツ）レ植物、将 {
}
 

ーヽー＞,
7
 

9
ダ
‘
-

ると だまだのところにラ

ン

表9 朝日新聞社12
（科名は筆者か記人しだ＼

--—--- ---- - ,--―-------------- --―----------- -—- -- -、------ - -- --

木`）―― ―----+一旦— -―・一竺—---1 一ーし な 種 名

サガリバナ i (Lecythidac. l 
！ 

トウダイグサ 1 (Euphorbiac.) 

カンラン (Burserac.) 

センダン (Meliac.) 

クワ (Morac.) 

クスノキ (Laurac.) 

ヤマモガシ (Proteac.) 

ウルシ (Anacardiac.) 

ニクヅク (Myristicac.) 

ホルトノキ (Elaeocarpac.) 

マメ I (Legumin.) 

〈板根植物〉

クワ

アカテッ

バラ

アマ

マメ

〈ツル植物〉

サトイモ

マメ

ビアモドキ

キヨウチクトウ

ブドウ

〈着生植物〉
二、
ノ／

サトイモ

パイナップル

〈下生え植物〉

ヤシ

コケシノブ

ワラビ

フサシダ

マメ

トケイソウ

クズウコン

カキツリグサ

パイナップル

サトイモ

〈特殊なもの〉

ストリキニーネノキ

ムクロジ

アマ

。
,v、

ンジャン な植物一竹中 、朝日

(Morac.) 

(Sapotac.) 

(Rosac.) 

(Linac.) 

(Legumin.) 

(Arac.) 

(Legumin.) 

(Dilleniac.) 

(Apocynac.) 

(Vitidac島）

(Orchidac.) 

(Arac.) 

(Bromeliac.) 

(Palm.) 

(Hymenophyltac、)

(Polypodiac.) 

(I ~egumm.) 
(P assiflorac.) 

(Mazantac.) 

(Cyperac.) 

(Bromeliac.) 

(Arac.) 

(Strychnac.) 

(Sapindac.) 
..... . .. 

ブラジルナッツ Bertholletia excelsa 

ハラゴ！ノキ-、 Heveabras1hens1s 
ブルセラ

マホガー-- Swietema mahogani 

プロシウム

ルクマ

クエピア

パンタネア

ヘトロクシス

ハカマカズラ Banhinia japomca 

ドリオカルプス

Timbo (Derris) 

グワラナー Paulbma cupana - .... 

-13-
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夫々特定の病害虫をかヽえているので混滑林であること自体が病古虫の密度をまはらにしてい

る。その上このような揮発性植物か混在すれは一層病害虫の被害からのがれることが出来る。

ー
，

に
J

c

¥

 
赤道広葉林の経年数による地力の増進

アマゾニアにおいて農耕開発を実施するに当って最初に原始林、再生林、自然草地の何れかを

伐採し焼彿って耕地を造成するか卜直覧)各地目は耕地を肥やすために休閑しているもので自然草

地は最も休閑経年が短く、再生林から原始林に移るにつれて次第に長くなっている。千葉守男は

IPEANにおいて自然草地、再生林、原始林の夫々の土壌上層における有機物量（炭素含量と全
• 6 

窒素星）を測定している。それによると炭素含有量は自然草地が最も少0.2%、再生林1.6%、

原始林が最も多く 3.0%をホしている即ち休閑年数がたつにつれて次第に土壌有機物量が増加し

地力が次第に増進する。全窒素量においても同様の領向が見られだ。曽って中欧において 3圃式

農耕を行いその中の 1区を休閑し自然草地となし消極的ながらも有機物量の増加による地力増進

を企てたのに似ている。
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(6) 赤道広葉林のアマゾニア農牧間発への教ぷ：

a. みだりに森林を伐採しなし＼こと 3

アマゾニア全域が広葉雨林に覆われてし＼ることによってきれいな窄気一酸素の供給、きびしい

気候の緩和、地下水の蓄積保持、地力U)維持増直に夫々貞献して来だ。政府は原始林の保存すべ

き地域を両足してわり、まだ各農場において保持すへき林地向栢を50%にすることを央定してし＼

るし農牧開発をいそぐあまりこの規定を破るようでは将来の砂漠化につなかるおそれかある c

b. 畑地は常時作物の立［によって被覆すること：

林木の樹冠か茂っており地表を覆うているだめにきひしい気候の影薯を緩和している，3 作物栽

焙に胄っては真先に木本作物、多年生草本作物、改良牧草を選ひ牧位地とし、まだ短期作物栽培

に当っては環境の許す限り輪作による多毛作化を図ると共に混作を活用し、夫々の立じによって

出来るだけ長期間にわだって畑地而を被覆すること。作物の特性、植付方式によっては間作や敷

を応用する c

C. 有機物の還元につとめること：

林地は常に自身の造成しだ有機物の 1部を還元しているだめに地力を維持増進している'作物

の残滓、牧草地の根群、採草地や周囲の野草、家畜の糞尿等の有機物の還元に努めること。

d. 病害虫の対抗柏物を間作すること：

混泊林であることに囚って病古虫発生粕度をおさえている。まして病杏虫の発生をおさえる対

抗植物が混柏されると一層その加書から守られる。特に木本作物に対し対抗作物の混植は史施し

易くその効果もあかるものてあろう。

I 7) 林木の利用
＊凸

IPEANにおいてはアマゾニアの優良材を表110)ように取まとめている c 家具Ill材にはマサラ

ンドーバ (Mar;;aranduba)やセイドロ (Cedrocedrela)等多瓢このほ‘っている

日本の企業、永大産業は1970年代からアマゾナス刈口に虹いベレン市に迎出し合板張柾［業を

おこしだし材料はフレイジョ (Freijo)てあり以則はプロペラや謁度品に広く利月］されて末だも

(})である 0 合板の売れ行きは順調てある。今後の材料不足に備えて現在ビローラ (virolakunna 

とvirolavenosa)を柏林してし）るこ

パルプ上業においては多州にある森林の雑木は利用出来ないだめ新に柏林し品質を揃へ、

の材柏を用意するのか常追てある。

北米の海連業の大富豪か1967年にアマゾナス下流域にあるジャリ II I ¥ R. jari --I叉J2参開）に

占って 16,000k団（岩手児面積15,278km lを買収し山手にジメリーナ (Gmelina.Gmelia arborea. 

Verbenaceae. キノげヨウラク、くよ-)ゞら科、束南アジアの樹木てモンスン気朕に適す）を植
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されている。

カルナウーバやし

と水分が蒸散して固形のパラフィン

canfera)一羽状の葉をきりおとし、天日

パれる。ピアサーバやし (Pia~aba)

る

ら粗剛な繊維束を して水洗用のタワシや床洗いの第をつくる。

コ>やし (coco、Cocosnucifera)一核来からココの水と胚乳が得られる。海庁伝し＼に自工して

いるココやしの景観はまた格別である。アマゾニアおよび東北部地方こおける用途別にやし植物

を分類すると表13のようてある。

アサイやしは種子表面の果皮と果肉を摺りとって飲料としている'" Buritiも同様果肉を利用

し飲料としたり食用に利用しだり酒をつくったりする。

-, -" 
' 

危i.. f. 心 ;:f;eo,.,?~. -,;;, ふ、

大西洋の岸のココフヤシ

表13 ブラジル北部地方および東北部地方のやし植物とその用途
(Amazonia Brasileiroによる） * 4 

用迎~---1—------ -----~ 
神 類（ブラジル名）

--- --―- - -- -- - - - -- - --- --

飲 料 Acai(Euterpaoleracea), Buriti (Mauritia vinifera), Bacaba (Oenocarpus 

disticus), Tucuma (Astrocaryum tucuma) 

石鹸原料油 Andiroba,Ucuuba, Babar;u 

油貯日 Dende(Elae1s gumeens1s) 

食料ICoco(Cocos nucifera). Inaja (Maxim山ana regia), Maraja, Pupunha-

(Guilielma gasipaes), Tucum江， (Astrocarvumtucuma¥, Ai;ai. 

ろう、 ワック Icarunauba 
ス

家犀、建築 Bucu,Paxiuba(lriartea exorrhiza), Miriti (Mauritia flexuosa) 

ー l!_ _(1)_— Ji閏l-1―墾tjこ―f~ia_2__a_~a-~--―-
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1 (Jupati)心し される。 してやし

屯な用応をしってし＼る。

3'浸水原

な はアマゾナスの氾IfI附五に形成さ ＂ヽキー マラジョ

る め IPEANに して l, る

島 (Marajo)ご克

れてこの

サント・アンドレ (SantoAndrも）地区にある3,000ha 

しだ

も；圧る名門 joseFerreira Teixeira牧

であり はベレンしi)街 、知人や を迎える時はこの

牧場

か上って る゜

るか、

ニアにおいては 1

もてなしをする、、今口の調査もこれと1口］枕招待旅行であっだ c

に増水すると自外の高台

牛は赤牛の雑神か多く見られだか、

りの所要牧草面積

こ

くなる上野草を

こJ)ようにして

;/)れてし i,、_,_,

ヽー） は水

ら牛を

インドの料牛ゼブー

季に二るとアマゾ、ナス氾］の水忙

を求めて

るのてある。

今眺める11.;;大な牧場もこの島からすれはほんの一角に過きなし＼

史f
 

るノヽ
ォ
~まぎ

J

この牧場専月］の船着場から坂道を登し）最も高いと見られる台地！こは木造建築の大きな館かあっ

だ。二二階の大広間からは広大な緑の平原か眺められ「こマラジョー島はFl本の九州位の広さかあ

も飼われてし＼だ。アマゾ

に広く、；久(/)ようにマラジョー島では 2ha、中

流の低手叩団地ては0.5 ha、セラードては 6-10 haとなってし＼る。マラジョー畠は比較的に能

い方てある。因にブラジル南東部地りの改艮牧野ては 1 り（）ぐ 25--0.30 haとパわれて

いる，

には県樹薗かありアノー

ba)やアバカシー (Abacaxi.; ぐイナ J プル）なと、

お腹贔つれ をだのしみ、 りをしだ

4
ヤ
fぐ

クラビオーラ (Graviola)

ケーキ

'l 

な心らしいところに野主栢を見つけだ。葉はやわらかく、

や、 ｝上肉、

を加fl¥1んだ

ビ'1))ヽー (Bm・

あっだぐ

牧場内のきれし 1

Iご畠んてし＼るようこ見られだ,.私
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な

て地カ

となる。そしてこ

地カ

おくれだのは~ この

L,｝
 

か0 アマゾニアにおし＼て

されている。

:_ヽにとりあけだのはポルトガ

を糾ひ祈しく

る。この牧草地も

：ことりかかる。印ち作物栽培は分

々相分離し

しと if,:)れる面は甚だ大ぎし＼ プラジルにおし＼

あるのではなし＼だろう

とりか>iJ、地主

を

上）

見られ

く相分離し

中核をなす地力増進対策を

軽視してうっそうだ 無計画に伐り拓いて来たことである。多く られるようにポ

ルトガル人はもともと作物を育てる ごはなく育っている木の主をもきとっていく ぁ

る。これかポルトガル人の農耕の直め万てあるッ

3 欧州、日本等からの移住者の農耕の進め方

1727年ブラジルの陸軍将校によって佛領ギアナからカフエ (Cafも）の種-fと若「の訂枝かアマ

ゾニアのベレンにもだらされだ。.:一ヽでは試作はされたか裁培は定着せず間もなく東海岸の東北

部地方を りして東南部地方のリオ、デ、ジャ不イロ (Riode J aneirn)小卜Iiこ王って漸く：根をお

ろし裁培面積を拡けた。

然し裁培技術の進歩していない斗i時としてはやむを得ない事てはあっだが地）J培養に無関心てあ

り急速に土壊侵食をうけ、地｝］は消柱絨退しだ。そのだめ産地は西側地方に移動しだ。サンパウ

ロ(SaりPaulo)州は標高は高く気候はよく、肥（たな、テラ、ローシャ (Terraroxa)土壊に冶うて
＊い

増柏は続いだ。 19世紀終期には約260万俵 (l俵60kg)を生産するに至っ［ニ ドレイ禁l上令は1888

年に出されだかこれを事前に察知しだボルトガルの或る農園主は1847年黒人ドレイにかわる労働

力としてドイツ人を試験的にコロノ移民（契約労働、分益労働）として欧州かう移住させだ。これ

につゞいて本国のポルトガル、イタリア、スペイン、 ドイツ、少しおくれて1908年日木から夫々

表14のように多数の移住か見られだ。各国からの移住者は髯国の農耕文化、農作物等をブラジル

に持込み農業生産の拡大に貞献しだ Q

表14-1 国籍別ブラジル移住者数ーINCRA*16 

-- ----~- ---------------------- I 

国

ド

：ーロト:;カ 9；1~82:~;;>i 1961~:i>
I 

イ ツ 255. 3 I 3. 8 

日本 226.8 I 16. :-l 
その他 i 898.l 35.7 

合叶 I s, 369. o 131. 9 
-- ----—ー、--- --- - -

(1,000人）

1961-1970 I 計
~----—!-~ 一~--·―---・-
7. 6 I 1,760.8 

1.6 I 1,615.4 
; 

1. 9 i 705. 7 

1.8 260.9 

1. 5 I 244. 6 ， 
11. 7 I 

I 945. 5 

26. 0 ! 5, 532. 9 
. .、. •• • .、-
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2 日本人の年次別 (1908~ 1971年） INCRA*16 

1908- 12 13- 17 18-, 22 23-, 27 28- 32 33-, 37 I 38"- 42 

4,746 14,926 11, 699 27,389 

1943- 48-. 52 53- 57 58- 62 

405 20,157 31,536 ,゚, ， 

コロノ時代は専ら農場労働者として働きながら風土 も慣れ、 を始める資金づ

くりの期間でもあった。幸連なことに20世紀初期に世界的な経済恐慌が起きカフエの大地主か

地を手離すようになっだ。移住者はこのときとばかり地主の売出す地味の劣る土地を買求め独立

農になると土地を大切にし地力を培養し各自の持っている裁培技術や営農技術を発揮してブラジ

ル農業の発展充実に寄与するのである。労働移住が始まる頃欧州では既に二圃式耕作法がとりあ

げられ、畑の地力を養うために休閑地を設け、或は休閑地にマメ科牧草を導入して積極的に地カ

を養う耕作法がとられていた。まだ日本においても新しい畑作物を し肥焙管理の技術が向上

し始めていた。移住者は母国で経験した技術を互に分ち合い助け合ってこの新天地に｝応用しだ。

これか契機となってブラジルの農業、アマゾニアの農業がよみがえるようになった。

日系移住者は当初サンパウロ州を中心とした東南部地方に集中していたが1929年から熱帯アマ

ゾニアにも移住憔出しアマゾニア入植の端緒をつくった。この地域においても新作物を導入し数

多くの特産物をつくり出した。日系移住者がブラジル農業に貢献しだ 1例として1964-65年にお

けるブラジル全国の農産物中日系農家の生産物の占める割合を表15に示した。

表15 ブラジル農産物と日系農家生産の比

(1964-65年度ブラジル農業技術研究会推計）

品 目 ジル全生産量単位l, 日系農家生産比 ％ 

卜 マ 卜 533. 3 (t) 58 
じゃ が し＼ も 1,663.8 ク 41 
そ の 他 の 野菜 80 

鶏 卵 649,816.0 (打） 44 
ノォ.、 6. 2 (t) 92 

ま め 類 l令 5 ク 80 

'-- し よ う 8.6 ん 82 
ラ ‘ l. 5 'l 92 
は つ か 油 2.0 ク 50 
）ゞ ナ ナ 338,206.0 (房） 6 

コ ヒ 2,084.0 (t) ， 
L.. め 1,770.3 ク 4 
だ し＼ ず 304.9 ク 6 
と う も ろ '-- し 9,408.0 ク 2 

落 ー｛ヒ,. 1,469, 6 ’’ 21 

綿 1 770. 3 '/ 14 
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-36℃)におし＼

るように

てから

を開始しだ10月におけ←

r94 
Lt 

て し

値は MGCf) 2 kg/屑区およひ Hg

見

8々5%

と84%を してオ；る

られだ。

だ地温抑詞能力

ものと考えられる。従って

毎に年 2回行う ある3 

と同時

9々1% 

を

1回は 6月頃から始まる

90%を
fC

っょ

土）
-

）

 

~
，
~
 

＼
 

'~ 
~
 

に作甘］する

は半年

蒸発の抑詞

）に、第 2同は12月から まる （過剰雨量の一時的吸着、

壊表層侵食と しまり防11.) に夫々備える嬰かある '0

項目
， ヽヽヽ.. • •• 

1 。 1 廿寺［閏 1店 (J)ttl!il試~
時．

2

6

0

4

 

1

]

2

2

 

4

8

 

SC 

26. 2 I 2c1. s i 2s. o I 21. o 

28. 0 [ 27. 2 I 29. 0 I 28. 0 
I 

32. o I 31. 7 ! :n. s I 39. s 
I 

32、2! 32. 5 i 31. 2'37. 5 

38.o 27.2 I 27.7 26.2 

27. 5 26. 0 i 28. 2 i 25. 5 

29. 0 I 28. 2 [ 29. 3 ! 30. 1 
I 

6. o I 8. o L1J;_工.5

27.8127.9127.0 I 28.9 i 27.9 

27. s : 27_ s I 26. s i 2s. 2 26. 7 
I I I 

30.5: 32.8 [ 32.6• 31.5 I 37.0 

31. 7 i 34. 2二竺._7; 42. 7 

100 

100 

100 

b. L壊水分の調節

地表から地中 3cmまての土壊を円筒形採lヽ．．器を以て採土し重星仏によって上壊水分を測定し

た。土壊水分を降雨後の経過日数［こ従って追跡してみだのか表17である。

雨かやんてから余り時間の経過しない時は表17の］およひ 4項のように裸地区より被覆区の万

か少い傾「GJにあることか見られる。 これは森林の場合と同様被覆材料によっていっだん雨水か吸

着され、 その後余剰水か上壊に するのに反し裸地区ては降雨後直に水分を けいれるだめと

考えられる。然し降雨がやんでから い時間でも、長い時間経過しだ場合ても一般的には捏地に
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と土壌水分と

1 . 10月14日

み 30々

11月 l<・ 

1/ 6々

ク 7み

// 27 // 

" 28ク

" 29" 

?] 

3 拿

4. 

2 kg/rn' 
.... ー―

1 丁 PUcc SCI MG 
'・---

. 9 14. 4 13. 0 l□ 10. 5 9. 

6. 3 4. 6 7. 3 0. 7 i'7. 3 6. 
I 

:.l. 0 2. 7 6. 2 2. l 6. 6 5. 

0 12. 1 11. 5 8. 5 9. 4 8. 

8.5 7.8 8.41 3.4 9.3 8. 

3. 3 2. 3 4. 4 ! l. l 7. 5 5. 

3. 8 2. 2 5. o I 1. 3 8. 3 3. 9 

6 12. 8 12. 8 I 13. 8 12. o 10. 

説明

9
J
3
3
6
7
5
2
1
8
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．

．

．

．

．

 

1

l

l

8
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雨かゃんで3時間後

ひきつづき殆ど雨はなし~＼

夕

雨かやんで12時間後

ひきつづき雨はない

数日間雨はない

ひきつづき雨はない

大雨かやんでから12時間後

表18 有機物被覆と野草発生量との関係（乾重 g/m門
- I ―-----ハー------

2 kg/m2 

..... . .  へ~

11月10日

]2月10日

計

被覆／裸地

の値（％）
． 、．

MG 

0

6

6

7ー

CA 

。
ー

3

3

6

 

....、

,1 kg/m2 
.. 

cc 

3

0

 

1

2

 

L
J
8
 

―
-
7

9

6

0

 

C

1

4

6

0

 

-s
一

］

-

i

 -
u
-
0
 0

0

0

 

P
i
 

少＜被覆区の方が泡に多くなっている。特 による被覆においてきわだって多くなっている。

3項のように降雨後薮日経過した

は2-4 % MG区では 6-8%、

における裸地ては1.5%に過ぎないのに CA.CCの両区で

PU区では 5-7%を示し茎葉類は概して長期間にわだって

水分を保持している。更にイネ科牧草の方がマメ科牧草よりも水分保持力は強く、調整する能力

も高いとも入える。

c. 野草の発生をおさえる

被覆処理後約 3週間毎に宿根野草を除き新に発芽生育しだ野位風乾重量を調査しだ。表18に見

るように野草量は各区とも被覆材料の多い区の方か少く、 まだ茎葉被覆区の MG区と PU区か

CA区と CC区よりも少なかった。 MG区とPU区は 2kg/m'の場合は罪地区に対し数％に過きす、

4 kg/m'の場合は共に皆無であっだ。敷草は野草の

分の保持にも役立つ。

d. 上壊侵食を防止する

を抑制し除位の手間か省かれるし上壊養

本試験において被覆処理後約 6ヶ月を経過しカウピーを播種するだめ被覆材料の［習を取除い

だ、各試験区間の地表面を見ると各被覆区は探地区地面よりー岨隻と高くなっていた。被覆区地面

＜裸地区が低いのは前者においては上壊侵食が軽く、まだ降雨による上壊のしまり方が軽い、

これに対し裸地区にあっては表屑侵食かおこりまだ」．壊のしまりがり蚕く行われだ結果てある。

仝試験区の中、裸地区とこれを取巻く被覆区との地面の高低を しこの数値を上壊表J習侵貸

の程度とした。 この数値の大きい程被覆区の侵食か少ないものと見なしだ。表19に見るように両
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充分灌水した後表上を被覆する）

c 草灰・所定量の牧雄を焼いて得られた阜灰450g Im'を

表面に撤布し深さ 10cmの土壊とよく混合しだ l

d 無施与（標準，

試験区面積と区制： 1 m'の4区制。

播種間隔： 25 X25cm、各植穴に 5粒宛播種、間引いて 1本立とする。

施肥：各区一様に播種の 1週間前炭酸石仄200g Im'を施用し表」土と混合しだ。

9

し

。
2 日前に―~/火を

供試作物のカウピーは 1期作が終ると 2期作を、これか終ると 3期作を行っだ。即ち 1期作の

播種は1966年 5月 3日（雨季末期）第 2作は 7月26日、第 3作は10月 3日で共に乾季期間に行っだ 0

(2) 試験結果と考察

i. 作物をとりまく自然環境

a 草灰区の土壌酸性の消長

草灰区は表211項のように草J火450g /m2の外に炭酸石灰200g/m2が施号されているため塩韮類

が多く含まれているのて第 1期作の当初は自ら pHは無石灰加用無処理区の5.8よりもまだ石仄

加用無処理区の7.6よりも更に石仄加用有機物施与区の7.5よけも一段と高く 7.9を示している。

然し約 2ヶ月経過しだ第 1作終期頃から pH値は減少し始め第 2作時になると石灰無加用無処理

区の5.5よりは高くなっているか石灰加用有機物施厚区の7.0と相等しい pH値に低下している。

即ち草灰区は約 3ヶ月経過すると施与された草灰量は殆ど消失してしまうようにも受けとめられ

る。

この試験は Af気候の乾季に行われているが乾季と二えども毎週 1回程度の降雨かあるのてこ

のような pH値の減少が見られたものであろう。本格的な雨季にあっては尚---屑 pH値の低下が

見られるものと思われる。

現実には乾季のうちにやま焼きをして草木灰か畑地面に残され整地の際に上壊と混合されるか

間もなく雨季になるとイネ、 トウモロコシの短期作物の播種、多年生作物のコショウの植付か始

まる。この雨季の多量の降雨に出合うので草木灰の消耗流失は本試験の場合より一層すみやかに

行われているのではないかと思われる。ましてアマゾニアの粘土鉱物は塩韮類の吸着保持力の弱

いカオリンであることを付け加へておきたい。
*211 

井硝 昭はコショー園上壌物理性謂査に関連してトメアス、ブレウ (Breu)地区における原生

林やま焼きあと地の木灰星を調査している、最少は2.7kg/m'、最高は4.3kg/ m'、調査 4地屯の平

均は3.2kg/m'、現地においては本試験の草仄量より莫大な木灰量が還元されているかその流亡消

耗量もおびだだしいものと推定される。

b. 畦間蒸発量

ガラス製秤量皿に一定量の水を入れ作物の生育している畦間における 1昼夜の蒸発量を測定し

た。この蒸発量は作物茎葉の繁茂程度を表ホするものてある。地}]か適艮である程作物の生育は

よく茎葉がよく茂り蒸発鼠は少なくなる。生育か劣る程茎葉の被覆か薄くなって蒸発量は多くな
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る。

えだ時期の数値である。

り

3 もので作付け "さ が減退し、

と相等しく 35cc.、有機物施用区は32-33ccを示し草灰

より劣っていることを示した 0

c. 畦間地中 3

している畔間の地下 5cm地温を調査しだ。この要素も作物の生育状態を表示する指

標と考えられる。表21-3項のように第 1作時における無処理区は生育不振で茎葉繁茂が少いだめ

に地温は38.5-39. 0℃で試験区中最も高く、次いで草灰区の32.5℃、最も低いのは有機物施与の

2区であり就中敷草区は30.0℃にも達しない。第 2作および第 3作においても各試験区の地温順

1作時の場合と同様であるが作付けを継続するにつれて作物の生育は次第に低下するため

に試験区間の較差は次第に少くなり無処理区の穀値に近くなる。地温の消長を通して作物の生育

を推定するに草灰施与の効果は余り期待出来ないこと まだ有機物施写の効果は極めて大きいか

その効果の持続期間は左程長くはないことがわかる。

d. 土壌 水 分

上壌を円筒採土器を以て地表から 3cmまてを抜きとけ重量法を以て土壌水分を求めた。

第 1作時の 2回の観測成績を見ると表21-4項のように無処理区は最も少＜草灰区は梢々多く、

機物施信区が最も多くなっている。つまり く地上部がよく繁茂している区程上壌水分か

多い。例へば第 1作の 6月中旬においては無処理区は2.8-3.1%、草灰区3.7%次いで有機物施

与区の5.3-7. 7%で最も多い。又第 2作の 8月末の測定においても大体第 1作の場合と同様の領

向が見られだ。温帯における常識からすれは茎葉の茂る植物体からの蒸散量は莫大でありこれを

取巻く土壌水分はむしろ少いであろうと考へられるか、アマゾニアの実態ではその反対で生育の

よし＼程土壌水分は多い傾向か見られる。いかに焼け")<裸地からの蒸発量の多いものかか想像さ

れる。

有機物施与区において生育か良く且つ上壌水分が比較的多くなっていることは還元しだ有機物か

上壌構造の改善に役立ち圏粒の中に水分を安全に保ち続けているものであろう。

e. 根粒の発育

各播穴に 5粒宛播種し 2回にわだって間引した幼植物体について根粒形或桐体の割合と 1植物

体当りの根粒乾燥璽とを調査した。

表21-5項、 6項の如く第 1作においては石灰加用の有無や有機物施勺の有無による根粒発達の差

異は判然としないか第 3作に於いては根粒形成個体の割合並に個体図りの根粒重は共に無処理区

において最も少く、草灰区有機物施1五j区の順に次第に多くなっている即ち、草灰区よりも有機

物施与区の方か根粒の発達か優れている。一般に土壌有機物の多い状態では有川土壌微生物特に

細菌の発達がよく、有機物の少い場合は有害微／じ物特に糸状苗の発達が多くなる傾向にあるとニ

れているし9

有機物の施与は作物をとりまく自然閑塙が改善され窒素固定の根粒細菌か発達したものであろ

゜
へつ
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も小く 5-7%、

るにつれて

6-8% 

款｛直は史

りも有機物の方

は15%を小してし iる

}

]

 

‘
 

は 9%、行機物施信区はlS-18%に

アマゾニアにわいては草灰の効束

しT/R此の祖も

にはると17-19%と増大する 作付

している。第 3作になると

Iヘ， ,, 

し、第 2作になると

られだ。むしろ

きいことを しこの実施

している

＼の外少いよう

べきものと考えだ。

Iii. 補足試験

石灰加用草仄区と草灰単用区との生

前項の試験におい

として新

に行われている位灰単用区を設けなかっだ。

区と既設の石灰加用草灰区とを設IJ両区の生育の相異を見ることにし tここ

は表23のように PH値において は石仄加用草灰区よりかなり低くなってい

るか生育状況は殆と大差のないことが判明しだ、従って

しだ石仄加用い）天区の生育と草仄区夏）'j:育とは凡そ

に供試しだカウピーの場合は先に

しいことか分っだ、即ちさきに得ら

れだ石灰加用草仄区の成紐1よ阜［火車m区の成績とみて差し支えないものと

+6 
~
 

，よ

i

-

、
＼
 

_
J
 

を知ろう

られる。供試作物

るが同じマメボ斗の大豆 に対する適応性は比較的広い作物こ査ると誌心れている。

表23 石灰加用と無加用の草灰色の生育
一—--、--- ---- -ここ＿ ー ・—---、- -- ---- - ------

---— ---,1式馬灸[-2',_ ' 
山日 閲巧）J 11・-----'石仄無施用位J火：石灰加｝甘亨）火
1. pH(H20) 7. 12~1一•―-—--6.5-¥ ------7: 5 

8. 20 I 6. 5 ! 7. 7 

12. 11 5.9 6.6 

2. 茎 長cm 8. 14 21 21 

3. 開花始 月 日 7.31 7.30 

4. 罹病率 ％ 15 15 

5. 総植物生産風乾重 g Im' 
-- 1263 6_~] I 

120 

6. 精種実重 g/m' 64 

備考播種期 6月24日、収獲期 8月28日

皿ー 3.有機物による地力増進に関する試験*fo

1. 有機物施用量とカウピーの生育との関係試験

(1) 試験方法

有機物含量の少い白 を採Lし、無底0)ビニール・フィルムを側面に張りめくらしだ

SOX 50cm、深さ 30cmrD椙に詰め、次のような野草、イ不科 Homoleμisaturensisを 3- 5 cmに切

断した茎葉を供試上壌とよく i昆合しだ。

椙の容梢は75e、供試上壊量は128kgであった。供試有機物星は重量割合とし次のような
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iリふ yk, O 

aー戦雁号標芋区、 b —l % _, 2 % d ％ 

は25X17cmi戸 6 カウ

察

,/~ ·• け第 3 おし＼て漸く止常の生上

+i、~~ 〇 ようである。

し 多い区打冨い。

：有機物の増加と 7〇,、0 

主育と生育の促進： 育 ［］ くなる。 の上植物総体重

る、而して るはだら ：、よ れ、 値

する。

表24 有機物量とカウピーの生育
---- --- --・--------—,. 

0% 1 % 2% 4% 

％ 25 66 7り 79 

播種 8 /15 

％ 8 25 50 96 96 

％ 8 /28 100 8 

゜ ゜播種 9 /17 

o/o ' 9 /20 67 89 83 97 

％ ， 63 

゜ ゜ ゜月日 11/26 11/ 7 10/31 H/ 2 

g/椙 り．（） 1.0 8. 5 11. 0 

柏物総風乾重 g/枢 2.0 JO. 5 18.5 20.0 

英里／総植物重 ％ 0.0 1、0 5.0 6.0 

2。有機物量の異る土壌における化学肥料の濃度障害に関する試験

(1) 試験 方 法

ットを供用しだ、 多少を るため を

機物の多し とし、自然草地上壌を少い上壌として夫々供試しだ，9

牧草地上壌には rrfX30こm当り風乾1.35kg (1Eふ 4kg)、自然草地L壊には同しく風乾0.99kg(

3. 9kg〕の根星か夫々合まれている。そのL牧肛地ー！贋は自然草地上壌に比較して孔隙率は高くア

ンモニア態窒素を多く含まれている（表29、表32)c『これら両様の各土壊を直径約30cm、容積 se 

ットに底部には2.5 i'(J)砂上を、上部2.5 fには供試土壌を夫々次のように化成肥料とよ

く混合して詰めだ C 化成肥料は N-18%、 P八ハー23%、K/) -・18%の祖成てあ［）供試惜を次
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;)-りO 

92 
- - - ， '~- ' ＇ 

， w. 
り

419 415 290 

130 150 57 

％ 

1" ')ウ 12] 14:! 14:3 100 

207 202 228 263 100 

158 117 188 192 133 

第 2 63 62 79 82 21 

乙,.ヽ, o/o ・ 

第 1 119 11 l 

2同試験 300 29「

b. 作物 と ：第 2 3 を見るよう は化学肥料各車用 は

明かに認められてし＼るか両者間には~ほとんど られなし¥,

rTりして有機物わよび化学肥料の単用よりも両者の祖合せ施与の方が著しく を闊めている、

即ち植物総体重においても種実屯においても無肥区を標佳とすれは化学肥料中川および有機物単

用はい0れも 120%程度をホしだに過ぎないか化学肥料と有機物豆）併用区はいずれも140%程度の

数伯を示している。茎策有機物は上壌的にもまだ上壌微生物相応対しても適良な条件をつくるか

らであろう。まだアマソニアのラトソルは有機物に乏しく，粘上鉱物はカオリン系てあるので以

上のような有機物施川効果か昌jくあらわれどのであろう

皿ー 4.結 び

有機物施りの作物生育士の効束は風乾茎笑有機物か御めて高かっだ。有機物の還元は」ー・：壌の理

化学性の改善、 上壌微生物相の増硝とその均衡保持によって作物を健仝に育て「こ史に化学肥料

施りによる を抑制jるfこけてな、：、むしろ化学肥料の効果を増進しだ。

は作物自身の茎菜か地間を るn:物に対しては鋤込みが、王に作物

け方式や作物の形態上作物自身による地面被覆程度か少く，訓地に憫地を広く残す作物に対して

適應対策てあり、いすれも上壌侵食、 、上壌水分の過小～
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に大きく

しく少し＼。

から

ってし＼る。

を以って伽

り

図るよう

いのに反して

ることなく、ひとだ

ぎである。

は

した畑地こは初め

w. 牧草地と自然草地の地力比較試験*46* 47 

ポルトガル人による

の上根系のひ

は原始林を焼彿い作物を しヽ なわないで

して自然草地、再生林となし地中有機物の増加を図りつつ地力の回

自然草地ー再生林の柏生輪換を繰返す。

を開発し栽焙初期から は多く、 くそ

多いブラキアリア (Brachiariadecumbens)を育成しだ。

このような牧草を利用するなら を実施するならば短期間のう

ちに地力は回復し生産性は増大するものと考えられる。

本試験において

ある c

を調査しその利用方法を

1. 既設 (3年生）の改良牧草地と自然草地の地力比較試験

しようとするもので

改良イネ科牧草あと地の地力と自然草あと地の地力とを比較するものである。

(1) 試験方法

自然草地と牧草地の各々か共に相等しく 3ケ年経過した圃場を供試しだ。

各地目において茎葉を刈取り圃場外に移した後、動力耕転機を以って軽く耕起して無処理区と

施肥区を設け夫々カウピーを播種し生育状況を講査しだ。両地日において地上部を圃場外に持出

しだのは両地日のあと地の地力を中心に調査しようと企てだからてあるの

施肥区には化成肥料(、 N-18%、P205-23%、K心ー18%)55.5 g /m2と炭酸石灰100g I面を、

無肥料区（標準区）には炭酸石灰200g Im'を夫々施与しだ。カウピーの播種間隔は50X25cm、 1穴

4粒蒔き、間引いて 2本立としだ。 1区面積は 4m'、3区制。カウピーの第 1作が終ると引続き

第 2作を作付け第 3作まで栽培しだ。化学肥料及び炭酸石灰は夫々の試験区の第 1作の韮肥とし

て 1回だけ施与しだ。

(2) 試験成績と考察

a. 自然草地と牧位＾地の位神

表28のように自然草地の草種はイネ科草本か多くそのーじ体は Paspalummaritimum , 地方名

ゼンジイブレ (Gengibre)てある。まだ改艮牧い地はブラキアリア (Brachiariadecumbens)か

主体となっている。

2位種の茎葉および根部の主要化学成分は表26のように茎葉部においてはブラキアリアの方か

著しく優れておるが根部においては両者間に大差は見られない。
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均
・・--、..L. .. ● ··--··•· 

2,906 り， 917 4,412 

2,40G 3,432 2,9訊

455 830 64:'l 
--~.1... "·-·---~-—-—’ 

？ "' 

:z, 299 1,346 1,420 

1,049 663 915 
nIJ , 84 ]33 

:L 0lo ' 

100 100 JOO 100 100 

51 5り 85 り8 67 

6 16 14 15 

L 総風乾生産重の牧草地／自然草地 ％ 

100 100 
，，， ク

々 ,,, 

5. 

JOO 

100 

100 
_;  - 1 __―---------'-···-~-一

2.8 2. 7 

％ 

第 1作 40 48 4G 49 47 48 
2ク 36 43 in 37 42 40 
3タ 30 27 29 29 35 33 

8. 開花始 日 1月）

第 1/2'·乍•" . I i II 29171/11 0//8 8 L I 26ll/9//118 8 ! 'I 2811/31//11 88 ' ' j 16/8 上!I ＇ --27l~ リ/9/11ニ8 j I ＇ ~ ~ 13/8 27 /11 27 /11 

14/8 12/8 
.. 

9. 罹病率 Fusanum solam f phaseoliによる

3 92 92 92 76 90 83 

草は自 よりも密に地面を被覆して地力をきびしい気候の影響から守り更にまだ根群は深く密

に 発達し地力を一／曽高めたことに囚ると考えられる。

私と勤務時期を同じくしに岩佐 は本試験圃場の理化学的調査を実施した、その成績は表32

のように牧草地は各層において孔隙率は高く、固相率は少く、アンモニア態窒素は多く理化学性

は自然草地より遥かに優れている。
,-_, 

秋田県農試においてオーチャードとレッド・クローバ混播の牧位あと地と新開畑地に夫々レタ

スを植付けその収星を見たところ牧位転換畑は新開畑より活に増収している C また「日木の地力」

*'" によると牧草あと地は有機物の集積か著しく団粒構造の発達と植物養分の廟増が見られ最終的に

は地力の増強に結びつくと述べている。
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白

4:iら 1 6.25 l. 72 

ク 12 6 -1り -17 45, 6 39.6 54、4 60. 1. 07 0. ・16 

み 13 15 17--25 40と 3 39.4 39、8 60.6 0.83 0.37 

,:;,`''l ＇ 20-40 25--37 41. 4 39.6 58.6 60.4 0. 5] 0.35 

B 1 40-87 37-53 45.5 43.4 54.5 56.6 0. 97 0.23 

2. 新に造成した自然草地とイネ科牧草地およびマメ科牧草地との地力比較試験

しだ自 とイネ およびマメ科牧草地の地力を地上部持出しの場合と地上

部持込みの場合とにおい

し1) 試験方法

しようとするものである。

試験圃場： IPEANから提供された 3年前から休閑地として放置されていだ自然位地（前述の

ように主体植物は CapimGengibreである）において地上部を刈取り外に持出し耕起整地してイ

ネ科牧草としてブラキアリア (Brachiariadecumbens) を、マメ科牧~· としてプエラリア

(Pueraria phaseoloides)を大々柏付けだ。自然草地は地J:部を刈取り外に持出してから後自然

状態下に放置した (5月31日）. Br (Brachiariaの略字、以 ）区は50X 50cmの間隔に根分け

して植付け (6月5日）、 Pu (Pueraria)区は50X 50cmfご播種しだ (6月12日）。

牧章植付けに当り炭酸石灰200g Im'(5月23日）、化成肥料 (N-18%、 P心ぅーz:3%、 K心

18%) 55.sg/m噂施信しだ (5月22日）。

・・各牧位を 1ケ年栽培しその地上部を刈取り仝量を持出しだ持出し区と刈取った地上部

の 1部（最終回の刈収け分）を試験区に持込んだ持込区を設けた。

試験区面積は 4州の 3区制とし f二供試作物はカウピー。

(2) 試験結果と考察

a. 各牧草区の 1ケ年の地上部生産量と各試験区の持込星：各区の 1ケ年間の茎葉生産量は表33

のように Br区か最も多く 86kg/l0m2、次いで Pu区の48k9/l0m2、最も少いのは自然草地区の29kg

/10面であっだ。

而して持込区に鋤込んだ草量は Br区と Pu区は人々最終回の刈取り分18kg/10m'と12kg/10m',

まだ自然位地区には茎葉生産か著しく少なかったので 1ケ年分の刈取り全量29kg/10可を鋤込ん

だ。 3試験区中では自然草地区が最も多く鋤込まれ、次いで Br区、最も少いのは Pu区である。

-45-



``3

、[
ぐ

5

＂つ、！、、 よだ

！ヅ 区

~
~
~
 

r
 

~
，
~
 ~

ヽ
ヽ
々

p
i
 

、

‘

•
、

i
,
l
 

．
寸
／

4

，3

ぐ
r
~

‘
i
 旦

査

っ

＇ 
~
 

．． 
ド
ー
に

ノ，ヽ
、

;
 

丘
ヒ

.. , 
れ豆
.•、,,, .... 

,1, I冒｝ヤ
'~'—! . ぷ・, ― ヽ

?＇
L

、『

・-'ょ,'I
＼ _Br[~< 



9
9

ヤ
~

~t 

ご
r

}

杞～

乃~

ー今、、

(j -

/ I 

缶

し

•'J 

~" 
u
 

9

↓
 

ば
r

咽ヽ
／＼ 

C 

こ；

〔仕



第 1作 868 800 2,201 2,366 L 613 
2 /; 189 印（） 1,202 685 □ 48 
3ク 618 405 468 275 308 
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3。イネ科改良牧草栽培年数と地力増進との関係試験*46

本試験においては改良イネ科牧草の栽培年数とそのあと地の地力との関係を調査するものであ

る゜
(1) 試験方法

本報告の試験N-1は草地追成後 3ヶ年経過しだあと地の地力を、同しく試験N-2は1ヶ年

栽焙したあと地の地力を夫々取扱っだものてある。今回新に追成後 2ヶ几経過しだあと地の地カ

を加えて草地栽培年数と地力との関係を検討することヽしだ。
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(2) 試験結果と

3 

a. 

おける 左
J

、ど）

ように取纏めた。

ー ょり /
‘
 ょ 2

 
を示した。 3

 

におし＼ても に説明しだよう

る。まだ地下部においても同様である (l' 2
 。

~
 

、
＇

草生栽培年数とそのあと地におけるカウピーの生産重量
--=- ---
---ご---------.. 栽培年数 1- 1年 2年

-------- --- -+------
項目 期作.._____、草種

- - ----~、 I Br. : 自然率 I Br 

1. 草地における地上部刈取重（生切Im')
____ L _______ . _______j 

I 5墨 2 I 
つ／

1 根重 生kg/m'

3. 

2.6 

I 
I 

I I 
I 

風乾 g/m'
！ ｝ 

I 80 I 

I so i 
I I , 41 

121 

自然率

99 

自

Br. 

3 ＊ 5 

5.4 

291 

241 

46 

ょり

年
丁
ー
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ぁ

自然率

あと地のカウピー総植物体重

1作 I s7 

2 // i 49 

:3 "'I  62 
--・・・・--・- I 

4. 同上の対第 1作比 ％ 

1作

2 1/ 

3ク

5. 草生あと地のカウ

1作
2ク

3 1/ 
一

1作此 ％ 

1作 I -100 - 100 I 
2ク 1 48 52 I 

3 1/ ―ヽ―-I 52 31 I ·--上-~---一 J
7. 草生あと地におけるカウピーの種実重／総植物体重 ％ 

第 1作 I 53 I 
I 

52 39 35 49 I 40 

2'l 46 42 I 38 I 36 

竺＿ー,,_____ ________ L—__ }g_—L ____ }? __l____ _ _ _J_ —---·-— J—__ _2_9_1._ ___ 2_'.~ 
地上部3.5kg/m'の外に下策の腐植堆積量が多かっだこと、土壌分析の結果、アンモニア態窒

自然草地より多量に合まれていたことから、茎葉量は自然草地を上廻る数量か見込ま

れる。

］
 

亡
J

100 

56 

7] 
g/m' 

46 

22 

24 

100 

63 

51 

100 

85 

16 

4,0 

I 99 
I~ l t6 

」 37

100 

77 

32 

42 

21 

13 

47 35 

100 

64 ， 
100 

70 

24 

＊
 

b. 各草地の刈取りあと地のカウピーの生産重量

各栽焙年薮あと地の第 1作柏物総体重箪は Br1 において879 Im'、2
 

は12lg/nr、

3
 

は291g Im'のよう くなるにつれて次第に増加しているが自然草あと地にお

いては年薮を重ねても地力増進傾回は町らかでない。まだ各年薮の生産重は常に自然草あと地よ

りも Br.あと地が断然優れている。まだ各栽培年次において作付が遮むにつれて次第に生産璽は

低減するか Br牧草あと地の低戚度合は緩かであり自然珀あと地において急けきである。種実重
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カフェやデン

れている／、その間裸地にはイネを

ネにかいっこマメ

d ィ
る

シか大き、::ご；］ 自体による

Puera口a

として C.Sanroを

ii'. ふク、

になるまで さ

ゾニアにおし＼て

を刈取ってコシ

になると/『

はコショウ

'?'I  
し, ,., v ,7 辺。

ブラキアリア (Brachiari.asp.)を柏付けだ牧草地は竹付年数を重ねるにつれて

を防止し、根系か次第に発達して 3ヶ一年以上経過するとそしi)あと地の地力は見遅える程

な作物てあるトウモロコン＇、イネ、マンジョカ カウピー、

ると地力は激減して畑地は放渠され休閑地とす g 。1 -2作を 2-3

その休閃地に作付け やまを拓い く、作付けを るにつ

れ

そ

を要する c 古くから間 Jだブラガンサ (Braganr,・a)地fJの謁査ては休閑期間の平均は凡

あっだ、土地利用度は低い上に耕地移転の都度のやま焼きのう］働量は大きく、労働生

＼）こり）よっな焼畑移剌方式をとるよりも牧草地の 1部と作物圃と

は増大する。具体的には表38のように 3ヶ年作付けしだ牧草地と凡そ l-2年栽培した

短期作物圃との輪換を毎年繰以芍よう計両を実施する。この輪換方式は地力の低下しだ畑地

草地から茎葉有機物を年々持込み鋤込む方式と相罰しい効果をもだらすものてある。

まだサンパウロ州においてアメリカ松、ユーカリ 見ると育笛に約 7ヶ月か＼［）、

7ヶ年すると第 1回間伐、 14年すると第 2団間伐、 2Ht:すると皆伐して 1植林過程を終了

している。この植林あと地に短期作物圃、コショウ園、牧章地のいすれかを移すよう林馳と作物

圃との輪換を行うことも地力維持増迎上重要てある。

アマゾニアにおいては化学肥料は甚だ高価である，、奥地にあってはその輪送費も馬鹿にはなら

なl¥ o また土壌的にみて化学肥料の施りは濃度障占をおこし易い、特に化学肥料の窒素は作物を

軟弱に育て諸障害におかされ易くなる 3

牧草地や林地の有機物を活用することは理化学的にも土壌微生物や小動物の活動からみても適

切な対策である。ウイルアムスは戦後の肥料資源の乏しし＼時にイネ科やマメ科の牧草茎葉根の利

用を盛んに~-- >めだ 3 サン;{ウロ州北部の畑作地附グアイラ (Guaira)やバタタイス (Batatais)

において実施されている例は表37のようてある。
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有機物の塁冗に因って

栽培可能となる。

直射日光に弱い木本作物には庇陰を怠ってはならないヘカカオ団を

されると か i、,tと思われだ作物も

ブ

3 は予めマン

ジョカ或はバナナをカカオ定植予定畔内に柏付けている。カカオ栽焙の

林地内に条植えし庇陰木の枝張り具合を見て適立に枝打ちして庇陰度を してし＼る。アマゾニ

アではバナナを庇陰木としている。

(Leucaena glauca)が効果をあけている。この樹種

てある。

コショウはネコブ七ンチュウの被古を受け易い 0 このセンチュウの密度を卜ける対抗作物の

インドネシアのカフェ園では Lamtors

は多く、皿刺てあり、

ラッカセイ、ラッカセイ

を行ってみる

フェジョン。ガンズー (Caianus 木マメ）

る。

カンボデイア (C'anbodia)ては七ンチュー忌避作物｀てあるキク
亭::,

num odoratum)か効果をあけている 0 コムノキは[i大な

であるか大面積巾ー栽培に移すとパラゴムノキ葉枯病 (Dothideilaulei)に罹店0る

の社会共同体てあり、相圧扶助、相互防衛の作fllを持っている。 IPEANにおいて

ー/¥トリ」ーム

,t 
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であるう
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してし＼ることか大切てあ

リ燐酸100g、加甲120gと信ってし lる、3

-> 

は i、メアス

人

的に大き

カスタニアル

ある化学肥料の多用 る を短くすると五オ）れている。

は表40のような施肥を行ってし＼る。

三井物産直営農場における 4年生 11固株当り施肥量 (kg) ( 
-----―-----―-------- ------、------------------ -- --、＿、 ・r --—-—- ----
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排水 に普及しており、施肥の際に施肥穴の底上を くようにしているので根冗は

自然に高くなり、コショウの条間

処するだめであろう。

と低くなって来る。これ ,-
Iヽ て弱いこと

-

)

 

r
 されだようごある によって‘三）ゞけられているに過ぎ

c
 

＼
 

9
9
>
 

”ふi
 

ー

アマゾニア

と、第 2は中耕除草を励行し

をなすも(})

り

に上を て自然に排水を図ってし＼るこ

を施肥穴に投人し有機物を還几していること、第 3
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に言うな ある。

s 根系調

1965年 2月 IPEA尺

タニアル(Castanhal)

を提供してくれだ。われわれ

コッョウ菌の株別に地上部を切断取除いだ

の切□より lIllおよびL5mの

形のブロックを

10cm毎に各ブロソクを

れると切断しないように深さ 10cmの部分

下層に移動して順次調査を遮めた。

切断し各屑鉦の根量を什分けしだ。

らノ

してし＼るのでこの部分

されだ。そ

。
こふー、し

り植物体を中心として短

とし、地表下は深

り起し、大きく長い根が

を調べその

を明かにすると

して各ブロックの各屑の分布量を求めだ。

を

は1966年から.67年まで

た。本讀査はコショウ

的にまだ生態的に取まとめだ。

(1) 苗木

におし iて、 1年生から 4

てようとして迎めたもの

までの個体について

つ

現在の慣行では 5- 6節を持っている20cm位の徒長枝茎を苗木としているが図 4のものは例外

でだだ発芽発根状態を示すためのものである。種苗は 2-3節を地上に出し床上に差し入れる。

置床後20日位すると地上節から発芽するか主枝と 2つの亜主枝を育てる。また地下にある各節の

吸着根のかたまけの基部から不定根が伸びてくる。

(2) 1年生の根系

1年生の植物では地下各節から允実した新根か伸びて来る。中には発根しない節も見られる。

多くの場合、上位節からは比較的細い根が、下位節からは柏々太い根か夫々水平に近く伸びて

る。定植後 lケ年もすると上位節節から伸びだ比較的細い根は多くの細い支根を出しながら横に

伸長し養水分を吸収するようである c この根群を養分吸収根と｛恨称する。下位の節、特に最下位

節からは養分吸収相より太い根が斜め卜方に伸長する。これを水分吸収根と｛町称する。この根は

支根が少く一般に太く且つ縄状に撚曲している。その上多薮のレンズ状の皮目が発達している。

（図 4-7)。根系が 1-2年も経過するとこのように形態的に異る 2つの根群に発達し、まだ生

理的機能においても判然と相異なる根群に分化する 0 1967年 3-5月にかけて 1年生 2個体を調

査したがこれらの植物は施肥されていなかっだ。

地上部の生、育：主枝および［柑主枝は支柱の高さを し約2.3 mに伸 は所々の節に少数

していだ。地上部平均総乾重は3.3kgであっだ:o

地下部の生育：養分吸収根を見ると相元には10-15cm高の盛Lかあり、この上層には水平に伸

びている細い根か｀意外に多く最長のものは1.3mにも及んだ。地表から10cm下層まては根の拮部
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図3 根系の位置を

2.51111 

ってし＼るこ過ぎ喜＇、し lC 

←水分吸収樹

1.5111111 

養分吸収板一→≪

図6 水分吸収根と養分吸収根

値旦召え 4で

りI I Ii . / 
（＇， 

｀ ~ 
図4 発根． コショウ苗

図 5 1年生の根系

図 7 水分吸収根の皮目
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調査結果の要約

1" 根系の発達

a
 

は缶の地下各節から

も分布範囲においても主だ

も）。 は比較的紐lく多く 0)

を吸収するであろうも

は苗Cl)晶部節から多く

しだ

し

由来してし＼る。

なる

＇、直し＼も

＜尻［甘］し弾力がある、

すると間もなく

t' d 

｝
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i: fこ分fr.す
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は地下 4mまて伸ひて［＼だ。 じとして水分を吸収するようてある、コシ 1ウ

あるよう,~,.
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は10月に

られる

び始めてい」、一

も発板発芽し得る；｝こけ

L 地上部の地下部lご対するJtO)j直 (T/R比）

だつにご）れて地上部／地下部(TJJtの間は次第に増大する 0

り'-＼ 

い＼、,j
 

盲
1

札a
 

になるようである、そのような

こと

てらだし＼。

。
る，うi八

し、

にかだし

をや j)らげるの

される e

b. 排水の史施

排水は広く

している

木灰

ある

を施写すること

；こよっ

ぉ

と共に

/
’
¥
 

多ん」 ると ，を

序
r]

,-,~ 

あるが、 トメアス地区を始め地方によっこ

るうこのような畑地は応植をごけるか あるいはこれを破っ

を図ることか大切であるし

c. 施肥法の

現行の移動蛸つぼ式施肥法ては切角掘あけだ施肥穴に根か伸ひて来ない場合も見られだぐしまだ

••• 
このような施肥法は1月形全面施肥や輪状溝施肥に比べて著しく効半か劣る勺筆者は効果の大し

に関連して全由施肥の方が有利てあると考えていろかり賛り：こ

コツボ式を改め輪状溝施肥に変えることを希唱する,_これてあれ

れるし、まだ総ての根から養分か吸収されることによって総ての地上部に等しく配分される。

冗ては輪状溝施肥に反対しているのは植穴と施肥穴掘 tJは請負し＼作業さあるので単価決定かむす

しだとしても夕

かしし＼からてあると冒ってし＼だ。

d. 施肥方式の

半りもだつと上状になる。このとき を行う。第 inロ］の補充は酎季対策

こして に、第 2r日］は乾季対策として雨季終期［こ夫々実施する c 施肥は敷草実施直前に行い、

-64-



るよ•- -; -,rsぶ＿）だ I,'o り了よ.~\と思われ~"

｛ず、 i; 之l.い）, ,= ./. 心.u る阻i口］は国L'

£
l
 

- J-L- c __ 

コ

ハー

。
る 左」

t

ど

し

7る

~) 喜れる。

と

m
アア -,. デ ： 、
ヽ戸切 ' ゜

§旦
ぶ

て有

9るものである。

¥,．

I
 

• 9

9

 

X 
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ステイロール、

.~· •r; 戸と

IPEANの自

を地中

はよく，

ー+,
C. い 0

；うとん状の

を設け、 1桓 1個体とし 4

左j

ィルムを．以て屈11、

ん」
I 7-
'，ノし

までIL<

、と に被覆

X50 

3区

をとっだ。

a . 棟地区： あり上壌水分を他の区と等しくするだめ 3 cm! りの隙間 2条をあけだ

ビニル・フィルムを以って地而を覆うだ。

rcJ b
 

ルチ区 ・Styrofoam
i

り
「

J
'ぐ、，ぷ

h‘
序｝
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こ

9 「J

F

1

 fへ

c. 12cm高マルチ区 ・Styrofoam んj に敷砧めそ に薄い板を井形状,.• 

だ。

(2) と考察

a. 正午における地「115 cmと10cmの地温

3試験区の地中 5cmと10cmの地温を試験期間 6月から11月よ

44リ）ようにとりまとめtここの半年間

?

)

 

＇デー上
6 5 -IOcmは相系か最も多く

し地温

してし＼ると→ ろでもあるで

しだ成績を表

くなっている期間である c

のように 6月から11月まて

34.9゚Cに対し 5cmマルチ区30.7℃、 12cmマル

におし＼ては地中 5cm地温

9℃ であっ を増ずに-)れて
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れる。コショ

ウ
'

ミ），し、、一、,_C, 
/)レぐい、 .ooerturnmorta-

養分

くなるび）をおそれる『）て墨る、、

ことてある 0

は;i:_育中

互に

であっても差文はなし＼が、

くコショウにからみつかないもの、

である((

一般に、

案して出来るだけ！上育旺盛な

IPEAN 
ヽ

ーし

し

7 し
心今

らなし＼よう

んJ

であると
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って!,1るように、

し、三）し¥(こ除亨しばけれにな

コショウ条問に作付けられ、主

に支髯らをも t:')さないこと

しt£,けれはならなし＼守

る

るのであるから

も、お

から合易に発根し難 lヽ＼もの、ま

っても几較的再生力のり菫いもの等を選ふここ

るようであるが、

へきであろう。

左
J

におし＼て、

刈取り時期を勘

を調

られて

し＼る牧草は CapimSanto (、 Andropogonsp, はレモングラス (Lemongrass,C b .ym opogon 

c1tratusによく似ている）であり、 は極めて端正てあるか、茎葉星は少い。コショウ畦間の

狭い場合に CSantoにかわるものとして CGramaloteを選定しだ。エレファント (C.Elefanto-

panmsetum purpure,1m) は極めて多いが敷章後茎節から

まだブラキアリア (Brachiariadecumbens) /
¥
 

多'よ~ 

し易いので除外しだ。

あり優れているがウンカ

の類 cigarrinhaの をうけることか〗 lPEAN の奨励品種から除かれだ。その代/Tl 品種とし

て乾燥にも強し,CKikuyu (キクユ、 Brachiaria humidicola)を推すことにしだ。然しこれはむ

しろ牧沖地造成品種として利川し間作敷位用には C.Mato-grossoが最適であろうと思われだ。

この牧位は葉の生産量は甚だ多いか葉縁は銅状をなし午の口もとに傷をつけるのか欠点である。

概して直・¥ゲ四て取扱い易い。持込敷草の

(C.Colon直0)を

ておるが余りにも

る。

にマメ

にはグアテマラ (C.Guatemala) とコロニオン

を除し＼だの
v¥ 多よ

•
I

・ に

く地間被覆効束廿［こ上壌理芦性改良効果か少いと判断しだからてあ
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る を
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A
」 しよ

っとするものこ、ある c

門
沼

9
¥
 

,4 

におし］て !¥Jatogrosso 

にはオ；上はなし＼か相当高く

ると

I d, 
ゾ—L

るだめに

aJ目において

このコショウ

廿りして両者を

コショウ 1

汀の 2においては、コショウ

即ち を

るここヽしだ。

に2.5X2. 5m =6. 25mであるロコショウ

った。

(
,
)
 

る

き年 2回にわだってイ不科牧草ブラキアリア茎葉を敷草するとすれは、

1 !TI勺こつ

は 4kg/m¥ 

ァ

~} ー

は16kりIm',乾燥の場合は（歩当りを

けの乾燥敷草量は3.2kg /rd X 6. ZS吋＝

％とした） 3. 2kg/可を要する。コショウ

mとなる。この 1株当りのブラキア

によって求められ、 1株当り敷草による供

は表49のように N-144 g、 P:05 -86り`応0-848 gとなっだ。

表48 自然草地および牧草地における優位植物の化学成分 （％） 

A.Oliveira Matas-IPEANによる

N 巳Oci 応0

0.43 1.24 0.27 0. ・12 

根部 0. 52 0.28 2.63 0.13 0.12 

自然章地 ニ斐ヒ直：禾宜 0. 68 〇.24 3. 98 0. 39 0.25 

樹部 。.69 0.24 3.08 0. 10 0.12 

表49 コショウ1株当りの乾燥敷草量20kgの化学成分量 (g) 
---------― --------~----- I ------ • 、一ヽ--------

成 分 ： N f 巳o~

H4 I 86 

(bl コショウ柏物か正常に且つ健全に生長するに要する各年次の吸収利用しだ化学成分呈：

即述した根系謁査に供川した各年次のコショウ株について吸収しだ化学成分星を算出するだめ

に、次のような調査方法をとっだ。即ち根、茎、新梢部についてはその年の生体重と前年の生体

を以って 1年間の成長量とし、 これに各成分率を乗して年間の吸収吊を求めだ。葉および

はその年毎に夫々落葉あるし＼は収穫物として持出されるのてこれらの合有成分量はそのま＼

その年の吸収成分量としだ。このようにして求めだ各生育年次（樹齢）の吸収成分量から無肥料栽

培のもとで吸収しだ成分贔即ち天然供給星を芹，JIぎ施肥による吸収成分佑を求め更に三要素の利
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図13 コショウ高畦、敷草作物低畦とコショウ、敷草作物同一水準畦に於ける根系模図

cm 

HO 
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60 

← 敷草作物と廿り作のコショウ

•—単作のコショウ
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同一水準柏
20cm高植

30cm闘植

6/4 9/1 12/4 6/ 4 9/1 
謁

2/4 16/1 

月日

12/11 2/ 

図14 コショウの畦高を異にした場合単作コショウと敷草作物と間作したコショウの草丈の生長

栽培管理：コショウの植付は]995年の 1月、敷草作物の植付けはコショウ泊養後の 5月てある。

施肥はコショウのみに株当り尿素5.5 g、浴燐18.5 g、塩加11.0 qを5/25116/1111、10/23日の 3

回施肥した。

敷位作物は草丈1.5 m程度に伸びると刈取ってコショウ

(2) 試験結果と考察

各試験区における両作物の生育調査は両作物か活着してから間もなくイ］つだ c 根系の分布調査

しだ。

はコショウ植付後15ヵ月日の 76年 5月 4日に行い試験を終ることとしだ。調杏結果を見ると、

コショウにおいては20cm高畦と30cm高畦とには殆ど差は見られなかった。

a. 高畔コショウの根系：蓑分吸収根と水分阪収根との形態的相界は認められだか、両者を合せ

て観察すると根系伸長の深さは大体35cm、即ち高畦底面より梢々深い屈まて分布しているで中に

は高畔斜面に沿って伸ひ隣接低畔の下を浅く走って敷草作物の根株に人り込んている（図13)

b. 低畦（水平植）コショウの根系：敷草作物とコショウとか同一水準に栢付けられた場合のコ
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ショゥ と劣っている。即ち

c
 

と

コショウ隣接の敷草作物の根系：敷草作物の根冠

ショウ支杜線外30cmにも伸びている Q

d. の敷草作物の

臼由に横切りコショウ

られた。（図13)。

コショウと敷草作物の地上部の生育状況は表52のようである。

a ． 

コショウと

の場合は各畦高区とも

を乗り

く横に伸

：地下 3-10cm下層を横に伸びコショウ

ている。そしてコショウ

びてし＼なかっだ。

を梱切っ

しい経過をだとっているか、敷草作物を閻作し

を

コショウの生育：コショウの草丈を 1ヵ月毎に調査した。表52並に図14に見るように、

コ

を

ているよう

におし＼ては、

同一水準植えの場合のみにおいて劣っている。即ち同一水準植えの場合

によって生育が抑制され、高畦植えの場合はこの侵人かないのに因ると見られる。根系分布謁査

とよく している。間作作物の生育量はコショウと間作しだ水平植えの場合

コショウと間作した場合の 9切前後よりかなり増大している 0 これ

おいては敷草作物がコショウ根圏をおかし、高畦コショウとの間作の場合はコショウが敷草作物

をポし、 }

j

 

・
~

根圏をおかしだことに因るようだ。

以上の成績からコショウを30cm程度の高畔に、敷草作物を低手に夫々植えることによってコ

ショウの水養分吸収は敷草作物によって乱されることなく、敷草作物との間作は順調に育つもの

と見られる。本試験では極めて小さし もとに 1年生程度の幼植物を供試しだ結果である

が、柏物の樹齢か進ん

のと思われる。

においても作物の根圏面積は広くなっているので大方あてはまるも
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¥llI 地力増進並にコショウ敷草栽培に関する試験結果の要約

アマゾニアにおいて を確保するために 左
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以って夫々畑地面を被覆し、きひしし1¥¥候のもだらす上壌環境の悪化を抑制し、

によって土壌の理化学性の改善と［壌微生物相の均衡保持に

増進を図らなけれはならない。畑地団の被覆と有機物の塁］しはアマゾニアにおける

技術要諦である。

農耕地造成のだめ最初に［．［大な原始林を伐採焼払うことはイ汀i]欠である

る度句に重労働のやま焼きを繰以す焼咄移動農法は森林向栢の激減、畑地の砂漠化を招くだけで
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によると SUDAM管轄下のアマゾニア全地域は507.7万knf、その70%は原始林、 28%
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do 

Plano de ~''J- きJし-'-
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Janeiro)の東南部地方にも通するようになっこ従来は東南部と北部地方、とは長い航両によっc
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図15 アマゾン河流域全図

アマゾナス おける 3縦断道路（東から四へ①． ベレン サンタレン マナウ

スの各々からブラジリアーサンパウロヘ通する縦断国道）と大由洋岸のレシフェ、ジオン・ペソ

アの からペル一国境に通オる梱断道銘を不す。アマゾナス木流北側地域の横断道路 て

いない。
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